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今
月
の
表
紙
▼

　
７
月
23
日
（
土
）
24
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
「
第
６
回
高
校
生
の
神
楽
甲

子
園

　
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
」
で
演
目

を
披
露
し
た
出
場
校
で
す
。
運
営
参
加

校
と
し
て
西
城
紫
水
高
等
学
校
も
参
加

し
、
計
16
校
の
高
校
が
集
結
し
ま
し
た
。

①
吉
田
高
等
学
校

②
日
野
高
等
学
校
（
鳥
取
）

③
広
島
新
庄
高
等
学
校

④
千
代
田
高
等
学
校

⑤
江
津
高
等
学
校
（
島
根
）

⑥
加
計
高
等
学
校
芸
北
分
校

⑦
矢
上
高
等
学
校
（
島
根
）

⑧
葛
巻
高
等
学
校
（
岩
手
）

⑨
伊
保
内
高
等
学
校
（
岩
手
）

⑩
高
千
穂
高
等
学
校
（
宮
崎
）

⑪
浜
田
商
業
高
等
学
校
（
島
根
）

⑫
檮
原
高
等
学
校
（
高
知
）

⑬
遠
江
総
合
高
等
学
校
（
静
岡
）

⑭
可
部
高
等
学
校

⑮
浜
田
養
護
学
校
（
島
根
）

　
　安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
七
十
回

立
地
：
向
原
町
の
南
、保
垣
と
有
留
の
分
岐
点
に
突
き
出
し
た
細
く
長
い
丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。坂
・

長
田
方
面
か
ら
進
む
と
狭
い
谷
が
開
け
る
地
点
で
あ
り
、交
通
の
要
所
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

高
さ
は
30
ｍ
程
度
で
す
が
、城
の
東
西
に
川
が
流
れ
、天
然
の
堀
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
：
江
戸
時
代
の
地
誌
類
で
は
、城
名
は
あ
る
も
の
の
城
主
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
保

垣
は
、少
な
く
と
も
毛
利
元
就
の
父
弘
元
の
時
代
か
ら
防
長
移
封
ま
で
毛
利
氏
に
仕
え
た
羽

仁
氏（
保
垣
氏
と
も
）の
領
地
で
あ
っ
た
た
め
、羽
仁
氏
の
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

城
跡
： 

全
長
南
北
約
１
５
０
ｍ
、東
西
30
ｍ
の
城
域
で
、北
側
を
向
い
て
い
ま
す
。頂
部
に
Ｌ
字
型
の

石
塁
を
備
え
た
郭
Ａ
と
そ
の
北
側
一
段
下
の
郭
Ｂ
が
中
心
で
す
が
、そ
の
南
に
更
に
高
い
郭

Ｃ
を
今
回
の
調
査
で
確
認
し
ま
し
た
。そ
し
て
城
の
正
面
入
口
に
は
２
重
堀
切
、Ａ
の
南
側
背

後
に
も
２
重
堀
切
、さ
ら
に
Ｃ
の
南
側
に
も
堀
切
と
、計
５
本
の
堀
切
を
備
え
て
い
ま
す
。特

に
Ａ
の
南
の
堀
切
は
非
常
に
鋭
い
崖
の
よ
う
な
斜
面
で
圧
巻
で
す
。ま
た
、Ｂ
や
そ
の
北
側
の

土
橋
に
か
け
て
、粒
は
小
さ
い
な
が
ら
も
石
積
が
非
常
に
よ
く
残
り
ま
す
。

考
察
：
大
規
模
な
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、狭
い
尾
根
上
を
堀
切
で
区
画
し
、頂
部
に
土
塁
を
設
け
、

さ
ら
に
石
積
を
構
築
す
る
手
法
が
五
龍
城
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。ま
た
土
橋
で
の
石
積
の
使

用
は
市
内
で
は
他
に
例
が
な
く
、16
世
紀
後
半
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

防
御
に
も
居
住
に
も
対
応
可
能
な
城
と
思
わ
れ
、今
後
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

安
芸
高
田
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史
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碇
崎
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い
か
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さ
き

じ
ょ
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標
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比
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未
指
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築
城
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所
要
時
間
／
北
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車
道
か
ら
５
分

　
過
去
に
調
査
さ
れ
た
城
跡
で
も
、実

際
に
現
地
に
行
く
と
新
た
な
発
見
が
あ

る
も
の
で
す
。今
回
は
全
く
見
方
が
変

わ
る
ほ
ど
驚
き
の
連
続
で
し
た
。｢

百
聞

は
一
見
に
如
か
ず｣

で
す
ね
。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

は

に

碇崎城略測図（作図　秋本哲治）

碇崎城遠望（西側より撮影） 周辺位置図

通路から土橋に残る石積（北側より撮影）
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～安芸高田市に“住んでくれる人”を応援します～
■安芸高田市移住定住施策の概要
　安芸高田市は、平成36年の定住人口27,500人を目指し、移住定住施策に取組んでいます。移住定住施策は、「働く」「住 む」「産み育てる」の３つの分野を中心に、市民の皆さんやＵＩターン希望者のニーズを反映しながら、新たな支援策や
これまでの制度の拡充を図っています。
■移住、定住の取り組みが必要な理由
　日本全体が人口減少社会に入った中で、安芸高田市においては1975年（昭和50年）以降、人口減少が続いています。 また、同時に、過疎化の進行、少子高齢化の進展、経済規模の縮小による地域活力の低下等の社会情勢の変化から、人口
減少に歯止めがかかっていないのが実情です。
　今後、安芸高田市が持続可能な状態を維持していくためには、人口減少の歯止め対策、少子高齢化対策の推進が必要不 可欠となっています。
　このため、就職等による市外への流出防止や一度市外に出た地元出身者や安芸高田市外からの移住者を迎え入れる就職 支援制度をはじめ、移住定住後の子育て支援、教育環境の充実支援など、「働く場」「住む場」「産み育てる場」を中心と
した支援策により、人口減少や少子化の抑制、労働力の確保に繋げ、持続可能な安芸高田市を目指していくものです。

不妊治療費助成（保健医療課☎42-5633）
　不妊治療1回あたり指定医療機関で行った特定不妊治療に要した費用に対して、
広島県の特定不妊治療費助成額を除いた費用の全額を助成します。

ブックスタート事業（生涯学習課☎42-0054）
　絵本を含むブックスタートパック（絵本1冊、赤ちゃんおすすめ本リスト等）を乳児健診等の機会
を利用し、「赤ちゃんと絵本を楽しむ体験」とともにプレゼントします。

子育て応援券の発行（子育て支援課☎47-1283）
　平成28年10月1日以降に生まれた子供がいる家庭及び安芸高田市に転入した際に3歳未満の子供が
いる家庭を対象に、子育て支援サービスを利用できる「子育て応援券」を配布します。

保育料の減免（子育て支援課☎47-1283）
　18歳以下の兄弟姉妹の第3子目以降の保育料又は幼稚園の保育料の無料化、平成28年4月1日から
は第2子の半額を実施します。

地域未来塾（生涯学習課☎42-0054）
　経済的な理由や家庭の事情により、家庭での学習が困難な小学生をはじめ、学習が遅れがちな小学
生を対象に、無料の公営塾を開設します。

乳幼児医療費公費負担事業の自己負担無料化（保健医療課☎42-5633）
　子育て世帯の公費負担額を拡大し、子育て世帯の負担軽減を図ります。

結婚縁結び事業（結婚相談窓口☎42-1126）
　「結婚に関する相談」や「結婚希望者の紹介活動」を通じて、結婚希望者同士の出会いの
場を提供し、出会いから結婚まで支援します。これまで30組が成立（H21～H28）

※ 紹介した支援策等については、主なものを掲載しています。その他の支援策等については、市ホームページ内の定住ガ
イドブックをご覧ください。また、定住ガイドブックは本庁（総合窓口課又は政策企画課）及び支所において配布して
いますので、お気軽にお問い合わせください。　今年度からの新しい支援メニューです。

～安芸高田市に“住んでくれる人”を応援します～

「産み、育てる場」の支援

産
ま
れ
て
か
ら
成
人
に
な
る
ま
で
、
き
め
細
か
い
支
援
が
充
実

安芸高田市で産まれてから成人になるまでサポートします

新

新

新

新
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安芸高田市の定住施策の主な取組み
■安芸高田市移住定住施策の概要
　安芸高田市は、平成36年の定住人口27,500人を目指し、移住定住施策に取組んでいます。移住定住施策は、「働く」「住 む」「産み育てる」の３つの分野を中心に、市民の皆さんやＵＩターン希望者のニーズを反映しながら、新たな支援策や
これまでの制度の拡充を図っています。
■移住、定住の取り組みが必要な理由
　日本全体が人口減少社会に入った中で、安芸高田市においては1975年（昭和50年）以降、人口減少が続いています。 また、同時に、過疎化の進行、少子高齢化の進展、経済規模の縮小による地域活力の低下等の社会情勢の変化から、人口
減少に歯止めがかかっていないのが実情です。
　今後、安芸高田市が持続可能な状態を維持していくためには、人口減少の歯止め対策、少子高齢化対策の推進が必要不 可欠となっています。
　このため、就職等による市外への流出防止や一度市外に出た地元出身者や安芸高田市外からの移住者を迎え入れる就職 支援制度をはじめ、移住定住後の子育て支援、教育環境の充実支援など、「働く場」「住む場」「産み育てる場」を中心と
した支援策により、人口減少や少子化の抑制、労働力の確保に繋げ、持続可能な安芸高田市を目指していくものです。

サテライトオフィス等誘致事業補助金（商工観光課☎47-4024）
　市内の空き家、空き公共施設、空き店舗等を活用し、拠点整備を行った企業で従業員を3名
以上雇用する場合に支援します。
　【助成内容】建物改修費、設備費、物件賃借料、光回線接続工事費、通信使用料等
　　
起業支援事業補助金（商工観光課☎47-4024）
　市内に住所を有し、市内で開業する者、又は市内に本社を有する小規模事業者が市内の空き家、空き公共施
設、空き店舗等を活用し、起業又は新分野での事業展開を行った場合に支援します。
　【助成内容】建物改修費、設備費、物件賃借料、光回線接続工事費、通信使用料等

青年就農給付金事業（地域営農課☎47-4021）
　18歳以上45歳未満の新規就農者確保のため、最長5年間、経営開始後に青年就農給付金を交付します。
　【助成内容】給付期間1年につき上限150万円　※所得に応じて給付額が変わります。

移住・定住のための働く場の
確保をサポートします「働く場」の支援

空き家情報バンク（住宅政策課☎47-1202）
　安芸高田市内の空き家の利活用を図るため、「空き家情報バンク制度」を実施しています。
空き家の貸し手と借り手、売り手と買い手をマッチングする仕組みで、空き家物件をホームペー
ジに掲載し、情報提供を行っています。

空き家購入補助金（住宅政策課☎47-1202）
　空き家を購入して入居する、婚活世帯、市外からの転入者世帯（65歳以下及び子育て世帯）及び市内在住
の子育て世帯に対して補助金を交付します。（上限25万円）

子育て婚活住宅新築等補助金（住宅政策課☎47-1202）
　安芸高田市への定住を目的とする子育て世帯等が、市内業者を活用し住居を新築・購入した場合に、条件ご
とに最大で50万円の補助金を交付します。

空き家改修・空き家解体事業補助金（住宅政策課☎47-1202）
　空き家利用希望登録をした市外の方が空き家情報バンクに登録されている空き家の売買・賃貸借の契約を締
結し、市内の事業者を利用して改修する場合（最大で100万円）、また、市内にある空き家を解体する場合（上
限30万円）に補助金を交付します。
☆ 市外に5年以上住んでいる空き家所有者が、Uターンされる場合は、空き家情報バンク制度利用者でなくて

も対象

豊かな自然環境での暮らしを
サポートします「住む場」の支援

新

新

新

新
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第 6回高校生の神楽甲子園

▲広島新庄高等学校
郷土芸能同好会として、昭和

46年に発足し、46年目を迎え

る。現在、約 10名の部員。

▲岩手県立伊保内高等学校

平成 15年に岩手県高等学校総

合文化祭に「江刺家神楽」で

初出場の後、郷土芸能委員会

を結成。現在、委員は 25名。

▲鳥取県立日野高等学校
平成7年に地域の方から後押しされ郷

土芸能部を結成。地元に残る荒神神

楽を継承するために、多くの方々の支

援のもと活動を続ける。13名が出演。

▲高知県立檮原高等学校
梼原ディスカバリークラブは、

昭和 48 年にふるさとの再発見

を目的に発足。津野山神楽保存

会の指導のもと、現在の部員数

は 28名。

▲島根県立矢上高等学校
神楽をしたい！という有志が集

まり、現在 13 人で活動。各々

の部活動があるなか、短い練習

時間を使い、一生懸命練習。

▲静岡県立遠江総合高等学校
郷土芸能部は、周智郡森町に 1200

年以上受け継がれ、国の重要無形

文化財に指定されている天宮神社

十二段舞楽の継承と、伝統文化の

担い手の育成を目的に発足。部員

は総勢 18人。

夏の熱さがそこにはあった！！
７月２３日（土）・２４日（日）の２日間、神楽ドームで全国の高校生による熱い ”舞 ” に、

述べ 3,000 人を超える観客は魅了され、感動に涙しました。

4広報あきたかた／ 2016.9

▲千代田高等学校
神楽愛好会としての活動は、平成

3年に始まり今年で 26年目を迎え

る。部員数は現在 14名、部員の多

くは北広島町や安芸高田市の神楽

団に所属する。

▲島根県立浜田商業高等学校
県で郷土芸能部門の文化推進校に

指定され、平成 17 年度から部活

動を開始し今年で 12 年目を迎え

る。部員数は 21名。

▲宮崎県立高千穂高等学校
「大道を歩む」の教訓のもと、来

年度には 100 周年を迎える伝統

校。神楽保存会は学校祭で神楽

を奉納したり、他校の生徒会行

事や町のイベントなどで披露。5

名が出演。

▲吉田高等学校
神楽部は創部 17 年目を迎え、現

在 3年生 4人、2年生 8人、1年

生 4人の計 16 人で活動する。安

芸高田市には二十二の神楽団があ

り、部員はそれぞれの地域の神楽

団に所属する。

▲島根県立江津高等学校
岩見神楽愛好会を結成し、学園祭

だけでなく地域での行事等に積極

的に参加し神楽を披露する。活動

が認められ、２年前から島根県西

部県民センター「地域系部活動設

置促進事業」によりチーム江津地

域活性部の中の一つとして活動す

る。現在部員は総勢 11名。

▲島根県立浜田養護学校
神楽部は、平成 10 年 11 月の創

立 20 周年記念式典の折、有志で

舞ったことをきっかけに同好会と

してスタートした。神楽が好きな

中学部、高等部の生徒たちが集ま

り、地元金城町の「下来原西組社中」

の方の指導の協力を得て、部員数

24名で練習に励む。

▲岩手県立葛巻高等学校

郷土芸能部は、地元の祭礼やイベ

ント出演ほか、各種大会にも出場

している。神楽甲子園では、毎回

観客の多さと熱心さに圧倒され、

昨年からの広島岩手県人会の応援

に感激した。15名が出演。

▲可部高等学校
神楽部は平成 23 年に同好会とし

て発足し、翌年には部に昇格した。

現在、1年生 3名、2年生 3名、3

年生 5 名の計 11 名で、平日の放

課後 18時まで、みんなで楽しく技

術を磨く。

▲加計高等学校芸北分校
神楽部は、昭和 45 年に当時の 3

年生部員が「神楽を上演したい」

と地元の神楽団に指導を懇願し

実現したことが創部の始まり。以

来、今年で 45年目を迎え、現在

の部員は 19名。
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甲立古墳国史跡指定記念事業

シンポジウム

国史跡甲立古墳

平成 28 年 9 月 17 日 （土）
午後１時 30 分～午後 4 時 35 分 （開場 午後０時 30 分） 【入場無料】

安芸高田市民文化センター ・ 文化ホール

プログラム

13:30　  　開会

13:40 ～　基調講演

14:20 ～　パネリストコメント （前半）

15:10 ～　パネリストコメント （後半）

15:40 ～　パネルディスカッション

16:35      閉会

日時

会場

お問い合わせ先 安芸高田市教育委員会　生涯学習課
☎ 42-0054

第一線の研究者たちが語る
　　　　　　　　　　　　　　　　甲立古墳の実像

山梨県立考古博物館原図を転用

甲立古墳出土家形埴輪

4 世
紀末
って
どん
な時
代？どうしてこの地に造られた？

埴輪を並べてなにをした？
研究者から見た甲立古墳のスゴさとは？

今
後
の
保
存
整
備
は
？

パネリスト
福永   伸哉氏       （大阪大学大学院文学部文学研究科 教授）
高橋   克壽氏       （花園大学文学部文化遺産学科 教授）
禰　田佳男氏       （文化庁記念物課 主任文化財調査官）
沖田健太郎氏       （安芸高田市教育委員会）

基調講演

脇坂   光彦氏       （元 （財） 広島県埋蔵文化財調査センター調査研究課長）

コーディネーター

古瀬   清秀氏       （広島大学　名誉教授）
京セラコミュニケーションシステムのみなさん

 １．宮崎県特産品「宮崎地鶏」　 　　   ２．宮崎県物販の様子
 ３．岩手県特産品「三陸ワカメ」　　    ４．岩手県人会の皆様 

神
楽
甲
子
園
に

　
　
　
関
わ
る
人
々
の

１

　
　
ご
当
地
自
慢
物

産
展
が
あ
り
ま
し
た

初　
神
楽
甲
子
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
岩
手
・

宮
崎
両
県
人
会
が
ご
当
地
の
物
販
を
販
売
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
初
め
て
設
け
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
人
会
に
よ
る
「
宮
崎
地
鶏
炭
火
焼

き
」
２
５
０
食
ほ
か
、
岩
手
県
人
会
に
よ
る

「
三
陸
ワ
カ
メ
」
2
０
０
個
が
販
売
さ
れ
、

２
日
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
人
会
の
濵
岡
事
務
局
長
は
、「
一

生
懸
命
神
楽
を
舞
う
高
校
生
た
ち
に
深
く
感

銘
を
受
け
た
。
こ
の
舞
台
で
の
経
験
を
自
分

の
人
生
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
物
産

展
は
予
想
以
上
に
大
繁
盛
だ
っ
た
。
来
年
も

ぜ
ひ
物
産
展
に
出
展
し
た
い
。」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　この度初めて神楽甲子園に参加させ

ていただきました。実際にドームの舞

台で神楽を演じ、緊張しながらも会場

の観客の歓声に励まされ、演じきるこ

とができました。民泊では多くの方々

にやさしくしてもらい、感謝の気持ち

でいっぱいです。

◁
岩
手
県
伊
保
内
高
校

顧
問

　
　石
川
千
枝
先
生

主
将

　
　
　林
大
地
さ
ん

密
着
取
材
！

◁
民
泊
受
け
入
れ
者

佐
々
木
忠
則
さ
ん

　
　
　（美
土
里
町
北
地
区
）

　神楽甲子園の民泊受け入れは今年で

2 回目です。民泊に来た生徒達は自分

の夢や目標を語ってくれます。これか

らも積極的に多くの高校生の民泊を受

け入れていきたいと思います。

西城紫水高校の生徒さんは運営

スタッフとして参加されま

した。会場準備や場内イ

ンタビューなど影で

神楽甲子園を支え

てくれました。西

城紫水高校のみな

さんに感謝します。

大会を支えた西城紫水高校生

思
い

密
着
取
材
！

▷NHK 広島放送局が神楽甲子園

に出演する地元吉田高校の密着

取材をされていました

ありがとうございました

今年も地域貢献活動の一環として手伝いに来ていただきました

２

３ ４

6広報あきたかた／ 2016.9 67 広報あきたかた／ 2016.92016.9 ／広報あきたかた



8広報あきたかた／ 2016.9

ご存知ですか？
国民年金の任意加入制度と国民年金保険料の追納制度

三次年金事務所☎０８２４－６２－３１０７

■
ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任

意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の 

40
年
間
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
で
き
る

の
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
期
間
で
す
。

　 

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間

や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
昭
和
40

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。） 

ま
た
、
海
外
に
在

住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
（
区
）
役

所
ま
た
は
町
村
役
場
、
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ
〜
国
民

年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す

る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追

納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
追
納
等
に
つ
い
て
、
一
部

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
な
い
等
、
注

意
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
追
納

の
お
申
込
み
や
ご
相
談
な
ど
詳
し
い

話
を
聞
き
た
い
方
は
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

税金は納期限内納付が基本原則です
税務課☎４２－５６１４

■
公
平
な
納
税
を
目
指
し
て

　
私
た
ち
は
な
ぜ
税
金
を
負
担
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
の

社
会
を
維
持
し
、
豊
か
に
し
、
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
教
育
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
増
進
、
消
防
・
警
察
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
費
用

を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
費
用
を
負
担

し
合
っ
て
い
く
の
が
、
皆
様
に
納
め
て

い
た
だ
く
「
税
金
」
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
方
は
、
市
税
を

納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
滞
納
し
て
い
る
人
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
滞
納
金
額
が
増
え
る

と
、
督
促
状
、
催
告
書
の
送
付
な
ど
、

滞
納
整
理
の
経
費
に
余
分
な
税
金
を
使

う
こ
と
に
も
な
り
、
市
民
の
皆
様
に
大

き
な
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
納
税
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
強
化
し
、
納
税
相
談
に
応
じ
な
い
滞

納
者
に
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
の
納
税
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
さ
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
な
お
、
納
期
限
内
の
納
付
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
つ
ぎ
の
流
れ
に
よ
り
滞
納

処
分
さ
れ
ま
す
。

■
滞
納
は
放
置
せ
ず
、
は
や
め
に

税
務
課
へ
納
税
相
談
を
！

　
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
方
の
中

に
は
、
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
込
ん
で

い
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
税
の
滞
納
問
題
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
税
務
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
納
税
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
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臨時福祉給付金及び年金生活者等支援臨時福祉給付金
（障害・遺族基礎年金受給者向け）に関するお知らせ

社会福祉課　☎４２－５６２６（給付金専用）☎４２－５６１５
　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所

得
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
今
年
度

も
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に

く
い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
を
支

援
す
る
た
め
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
28
年
1
月
1
日
に
市
に
住
民
登

　
録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
の
市

　
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
課

　
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

　
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て

　
い
る
人
等
を
除
く
）

【
支
給
額
】

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
３
千
円

②
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
）

【
支
給
対
象
者
】

　
①
の
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
者
の
う

　
ち
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

　
し
て
い
る
人
（
高
齢
者
向
け
同
給
付

　
金
の
支
給
を
受
け
た
人
を
除
く
）

【
支
給
額
】

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
３
万
円

 

■
①
お
よ
び
②
の
申
請
受
付
期
間

９
月
１
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
３
ケ

月
間
で
す
。（
12
月
1
日
消
印
有
効
）

■
申
請
方
法

　
申
請
書
を
対
象
世
帯
の
代
表
者
に
郵

送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た

ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
付
し
返
送
用
封
筒
で
返
送
く
だ

さ
い
。
本
庁
・
各
支
所
に
直
接
持
参
さ

れ
て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
人
へ

　
事
情
に
よ
り
、
基
準
日
（
28
年
１
月

１
日
）
時
点
で
市
に
住
民
票
を
移
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
人
で
も
給
付
金
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

○
給
付
金
を
か
た
っ
た
「
電
話
d
e
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
注
意
！

　
国
や
市
役
所
職
員
が
電
話
で

A
T
M
の
操
作
を
依
頼
し
た
り
、
手

数
料
等
の
振
り
込
み
を
依
頼
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場

合
は
、
迷
わ
ず
市
役
所
や
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
9
1
1
0
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

 

■
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

   

☎
０
５
７
０-

０
３
７-

１
９
２

　
運
営
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

■
申
請
方
法

Ⅰ
申
請
書
郵
送
（
８
月
31
日
発
送
）

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
対
象
世
帯
の

代
表
者
に
郵
送
し
ま
す
。

Ⅱ
申
請
書
に
記
入

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
漏
れ
な
く
記

入
し
て
下
さ
い
。

Ⅲ
申
請
書
を
提
出

　
申
請
書
の
記
入
・
必
要
書
類
の
添
付

が
終
わ
っ
た
ら
、申
請
受
付
期
間
内（
平

成
28
年
12
月
１
日
）
ま
で
に
、
返
送
用

封
筒
で
返
送
す
る
か
、
本
庁
・
各
支
所

に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅳ
給
付
金
の
受
取

　
支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、
申
請

書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入
金
し
ま

す
。 　

第２子の保育所・幼稚園保育料を半額にします
子育て支援課　☎４７－１２８３　教育総務課☎４２－００４９

　
昨
年
度
か
ら
第
３
子
以
降
の
保
育
料

の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
は
第
２
子
の
保
育
料
を
半
額
に

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
保
育
所
は
同
時
入
所
、

幼
稚
園
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
兄
弟

姉
妹
が
い
る
場
合
を
半
額
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
度
か
ら
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
半
額
と
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

を
よ
り
一
層
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
り
、
出
生
率
の
向
上
及
び
子

育
て
世
代
の
定
住
促
進
を
目
指
し
ま

す
。

■
対
象
の
要
件

①
18
歳
以
下
の
兄
弟
姉
妹
で
、
第
２
子

が
保
育
所
も
し
く
は
幼
稚
園
を
利
用
し

て
い
る
。

②
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
。

詳
し
く
は
、保
育
所（
子
育
て
支
援
課
）、

幼
稚
園
（
教
育
総
務
課
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
せ
く
だ
さ
い
。

拡大
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思いやり駐車場を知っていますか？
社会福祉課　☎４２－５６１５　

　
多
く
の
人
が
利
用
す
る
公
共
施
設
や

店
舗
等
に
、
身
体
・
精
神
・
知
的
障
害

や
難
病
・
高
齢
・
け
が
・
妊
娠
等
に
よ
っ

て
車
の
乗
降
や
歩
行
が
困
難
な
方
の
た

め
に
思
い
や
り
駐
車
場
と
い
う
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
、「
広
島
県
思
い
や
り
駐

車
場
利
用
証
」
を
お
持
ち
の
方
専
用
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
利
用
に
際
し
て
は
、
利
用
証
を
外
か

ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
車
の
ル
ー
ム
ミ

ラ
ー
に
か
け
て
利
用
す
る
約
束
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
制
度
の
基
本
と
な
る
の
は
、
利
用
者

一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
り
の
心
で
す
。

譲
り
合
っ
て
ご
利
用
い
だ
き
ま
す
よ

う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
利
用
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
が
利
用

さ
れ
ま
す
と
、
本
当
に
必
要
な
方
が
利

用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
数

台
分
し
か
な
い
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で

す
の
で
、
駐
車
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
利
用
証
を
交
付
で
き
る
対
象
者
は
、

県
が
定
め
た
基
準
が
あ
り
ま
す
。
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
利
用
証
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
れ
て
も
、
対
象
者
が
同
乗
し
て
い
な

い
と
き
や
、
同
乗
者
の
介
助
な
ど
に
よ

り
歩
行
や
車
の
乗
り
降
り
に
支
障
が
な

い
場
合
、
ま
た
は
利
用
す
る
必
要
が
な

い
と
き
は
一
般
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

☎
４
２
‐
５
６
１
５

F
A
X
４
２
‐
２
１
３
０

思いやり駐車場の表示利用証

広島広域都市圏サンフレッチェ広島共同応援参加者の募集
広島広域都市圏協議会事務局☎０８２－５０４－２０１７

　
広
島
広
域
都
市
圏
内
の
住
民
の
交
流

を
促
す
た
め
中
国
地
方
唯
一
の
Ｊ
１
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
共
同
応
援
を
行
い
ま

す
。

　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
と
は
、
広

島
市
を
中
心
に
、
西
は
山
口
県
柳
井
エ

リ
ア
か
ら
東
は
三
原
エ
リ
ア
ま
で
の
24

市
町
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
圏
域
全
体

の
発
展
を
目
指
し
、
連
携
し
て
様
々
な

交
流
を
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
　
　

　
10
月
1
日
（
土
）　
19
：
00
キ
ッ
ク
オ
フ

■
対
戦
相
手
　
　
　

　
Ｆ
Ｃ
東
京

■
会
場
　

　
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
　

※
現
地
集
合
（
広
島
市
安
佐
南
区
大
塚

　
西
五
丁
目
1
‐
1
）

■
募
集
人
数
　

　
80
人
（
広
島
広
域
都
市
圏
内
に
お
住

　
ま
い
の
方
・
小
学
生
以
下
は
、
大
人

　
の
同
伴
が
必
要
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費
　
　
大
人
　
２
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
高
　
１
，
０
０
０
円

■
応
援
方
法
　

　
S
A
指
定
席
（
ホ
ー
ム
）
で
、
広

　
島
広
域
都
市
圏
と
し
て
ま
と
ま
っ
て

　
応
援
。

〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

（
住
所
記
載
不
要
）

広
島
市
役
所
広
域
都
市
圏
推
進
課

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

■
申
込

　

　往
復
は
が
き
に
、
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
生
の
場
合
は
学

年
）、電
話
番
号
と
「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

共
同
応
援
希
望
」
の
旨
を
記
入
し
、
9

月
9
日（
金
）（
※
消
印
有
効
）ま
で
に
、

協
議
会
事
務
局
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

たくさんのご応募お待ちしています♪

▷広島広域都市圏
マスコットキャラクター
ひろしま都市犬はっしー

僕
も
応
援
に
行
く
ワ
ン
♪

■
そ
の
他
　

　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
グ
ッ
ズ
を

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
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安
芸
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
保
険
制
度
は
、
市
内
を
拠
点
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
市
民
活
動
団
体
及
び

そ
の
団
体
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
皆
さ

ん
が
、
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
市
が
保
険
料
を
負
担
し
、
活
動

を
行
う
皆
さ
ん
が
保
険
の
対
象
と
な
る

制
度
で
す
。
市
民
活
動
中
に
事
故
に
遭

わ
れ
た
場
合
は
、
保
険
金
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

①
保
険
の
対
象
者

　
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
市
民
活
動

団
体
及
び
そ
の
団
体
で
活
動
を
し
て
い

る
方
（
指
導
者
・
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
は

奉
仕
性
の
あ
る
活
動
を
直
接
的
に
実
践

す
る
参
加
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
）〔
事

前
の
登
録
は
不
要
で
す
〕

※ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
祭
り
な
ど
の
競

技
者
や
見
物
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

②
対
象
と
な
る
活
動

　
対
象
と
な
る
主
な
要
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

１
．
広
く
公
共
の
利
益
を
目
的
と
し
た

　
　
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動
で
あ
る

　
　
こ
と

２
．
活
動
が
計
画
的
・
継
続
的
に
行
わ

　
　
れ
て
い
る
こ
と

３
．
無
報
酬
で
行
っ
て
い
る
こ
と
（
実
　

　
　 

費
弁
償
は
無
報
酬
と
み
な
し
ま
す
）

※ 

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し

た
活
動
、
自
助
的
な
活
動
や
懇
親
を
目

的
と
し
た
活
動
、
危
険
度
の
高
い
活
動

な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

③
補
償
内
容

■
賠
償
補
償

　
市
民
活
動
団
体
及
び
そ
の
団
体
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
の
過
失
に
よ
り
、

他
人
の
身
体
・
財
物
に
損
害
を
与
え
、

被
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
傷
害
補
償

　
活
動
中
に
発
生
し
た
急
激
か
つ
偶
発

的
な
外
来
の
事
故
、
ま
た
は
熱
中
症
、

細
菌
性
及
び
ウ
ィ
ル
ス
性
食
中
毒
に
よ

り
、
活
動
者
が
死
亡
ま
た
は
負
傷
し
た

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

対
象
と
な
ら
な
い
主
な
事
故

　
活
動
者
の
故
意
に
よ
る
事
故
、
活
動

者
の
無
資
格
運
転
や
酒
酔
い
運
転
に
よ

る
事
故
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
天
災
に

よ
る
事
故
な
ど

　
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

政
策
企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側
・
地

域
振
興
↓
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
保

険
）

※ 

結
果
と
し
て
制
度
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す

安芸高田市まちづくりサポーター保険制度
政策企画課　☎４２－５６１２

平成 28年 7月 10日執行
参議院議員通常選挙の安芸高田市の投開票結果

選挙管理委員会☎４２－１１３６

■
広
島
県
選
出
議
員
選
挙

■
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

届出
番号 候補者名 得票数

１  佐伯知子        418

２  玉田憲勲        231

３  中丸ひろむ        281

４  やなぎだ稔     3,143

５  高見あつみ       881

６  宮沢洋一     6,851

７  はいおか香奈    1,414

計  13,219 投
票
結
果

投
票
結
果

開
票
結
果

開
票
結
果

男 女 計

有権者数 12,142 人 13,336 人 25,478 人

投票者数 6,629 人 6,971 人 13,600 人

投票率 54.60% 52.27% 53.38%

（単位：票）
投票総数 13,600

有効投票数 13,219

無効投票数 381

男 女 計
有権者数 12,142 人 13,336 人 25,478 人
投票者数 6,628 人 6,970 人 13,598 人
投票率 54.59% 52.26% 53.37%

（単位：票）
投票総数 13,597

有効投票数 13,011

無効投票数 586開票の様子
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親も子も輝いて生きる～「こどもとの接し方と子育てのアドバイス」 
の講演会とひとり親家庭等相談会 

子育て支援課☎４７－１２８３

日時 平成 28 年 10 月 22 日（土）

内容 「こどもとの接し方と子育てのアドバイス」 
講師　　宮田　晃 さん 

（心理相談員メンタルケア・アドバイザー） 

10:30 ～
12:00

ひとり親家庭等相談会 ※ひとり 45 分 13:00 ～

会場 クリスタルアージョ 401・402 研修室

対象 ひとり親家庭の父・母・寡婦及びこれから離婚を考えている方 

定員 講習会 20 名　相談会 4 名（相談会は要予約）

参加費 無料

　子
供
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
な
ど
、

専
門
家
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
講
習
後
、
希
望
者
は
個
別
の
子
育

て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
会
で
は
離
婚
や
養
育
費
、
就
業
な

ど
ひ
と
り
親
を
と
り
ま
く
様
々
な
問
題

に
就
業
相
談
員
、
養
育
費
専
門
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込

広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
ま
た
は
F
A
X
　

          

0
８
２
‐
２
４
９
‐
７
１
４
９

（
受
付
時
間
　

9
：
00
〜
17
：
00
　

F
A
X
は
24
時
間
） 

秋のがん検診のお知らせ
保健医療課☎４２－５６３３

　
今
日
本
で
は
、
２
人
に
１
人
が
「
が

ん
」
に
な
り
、３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
が
ん
」
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
完

治
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
が
ん
検
診
は

早
期
発
見
す
る
唯
一
の
方
法
で
す
。
年

に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
6
月
か
ら
7
月
の
総
合
健
診
で
が

ん
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、
ま

た
は
今
年
度
人
間
ド
ッ
ク
健
診
を
お

申
し
込
み
で
な
い
方
は
、
今
年
度
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
次
の
と
お
り
秋
の

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
8
月
の
各
戸

配
布
文
書
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■
日
時

　
10
月
29
日
（
土
）・
10
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
受
付
時
間
８
：
30
〜
10
：
00

■
受
付
場
所

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
２
階
大
ホ
ー
ル

■
項
目

　
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診

■
対 

象 

者

　
40
歳
以
上
の
市
民
、
た
だ
し
検
査
項

目
に
よ
り
一
部
対
象
年
齢
が
異
な
り

ま
す
。

　
※
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
20
歳
以
上

　
※
前
立
腺
が
ん
検
診
　
50
歳
以
上

■
申
込
方
法

　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
申
請

で
受
け
付
け
ま
す
。
保
健
医
療
課
及
び

各
支
所
で
も
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
平
成
28
年
９
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
※
期
限
を
す
ぎ
て
の
申
し
込
み
は

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

　
７
月
28
日
（
木
）
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
４
階
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、可
愛
・

郷
野
地
区
の
小
学
校
統
合
に
関
す
る
基

本
協
定
書
署
名
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
基
本
協
定
書
署
名
ま
で
の
経
緯

　
平
成
23
年
１
月
に
、
小
中
学
校
規
模

適
正
化
推
進
本
部
が
策
定
し
た
「
学
校

規
模
適
正
化
推
進
計
画
」に
基
づ
い
て
、

可
愛
・
郷
野
地
区
は
統
合
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
統
合
条
件
な
ど
を
協
議
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
主
だ
っ
た
項

目
に
つ
い
て
の
協
議
が
整
っ
た
た
め
、

安
芸
高
田
市
長
・
各
学
校
P
T
A
・

各
保
育
園
保
護
者
会
・
地
域
振
興
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
基
本
協
定
書
に
署

名
し
ま
し
た
。

■
可
愛
・
郷
野
地
区
基
本
合
意
事
項

【
統
合
年
月
日
】

　
平
成
31
年
４
月
１
日

【
統
合
校
の
名
称
】

　
安
芸
高
田
市
立
愛あ
い
き
ょ
う郷
小
学
校

【
統
合
校
の
位
置
】

　
吉
田
町
山
手
１
１
６
５
番
地
３(

現 

可
愛
小
学
校)

※
今
後
も
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
統
合
ま
で
に
審
議
未
了
の
協
議
事

項
を
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小学校統合に関する基本協定書に署名
（可愛・郷野地区）

教育総務課☎４２－００４９
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投票立会人と期日前投票
立会人の募集

選挙管理委員会☎４２－１１３６

　
応
募
さ
れ
た
方
を
選
挙
管
理
委
員

会
で
登
録
し
、
選
挙
の
お
よ
そ
２
か

月
前
に
文
書
な
ど
で
ご
都
合
を
確
認

し
、
投
票
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
資
格

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
有
権
者

◎
投
票
立
会
人
（
ま
た
は
期
日
前
投

票
立
会
人
）

　
投
票
所
（
ま
た
は
期
日
前
投
票

所
）
で
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
立
ち
会
い
ま
す
。

◎
立
会
時
間

• 
投
票
立
会
人
（
投
票
日
当
日
の
立

会
人
）

　
７
：
00
か
ら
投
票
所
閉
鎖
時
刻

　（
一
部
の
投
票
所
を
除
き
18
：
00
）

　
ま
で

• 

期
日
前
投
票
立
会
人

　
８
：
30
か
ら
20
：
00
ま
で

■
応
募
方
法

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
の
「
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
所

属
政
党
」
を
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安芸高田市「暮らしの便利
帳」を発行します
総務課☎４２－５６１１

　
市
役
所
の
窓
口
で
行
う
手
続
き
や
行

政
情
報
、
地
域
の
情
報
な
ど
を
１
冊
に

ま
と
め
た
安
芸
高
田
市
「
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
を
発
行
す
る
た
め
の
協
定
書
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
便
利
帳
は
、
安
芸
高
田
市
と
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
官
民
協
働
事
業
に
よ

り
共
同
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　
来
年
１
月
に
は
、
市
内
全
世
帯
と
転

入
者
に
無
料
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

市営住宅の入居を
募集します

住宅政策課☎４７－１２０２
■
公
営
住
宅

• 

所
得
制
限
（
上
限
）
あ
り

◎
北
生
住
宅
（
美
土
里
町
生
田
）

　
広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
２
戸

◎
朝
日
が
丘
住
宅
（
向
原
町
戸
島
）

　
広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

■
高
宮
若
者
定
住
住
宅

◎
来
女
木
住
宅
︵
高
宮
町
来
女
木
︶

　
広
さ
：
４
L
D
K
　
戸
数
：
１
戸

■
高
宮
若
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン

◎
虹
の
マ
ン
シ
ョ
ン（
高
宮
町
佐
々
部
）

　
広
さ
：
住
宅
ワ
ン
ル
ー
ム
戸
数
２
戸

■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

• 

所
得
制
限
（
下
限
・
上
限
）
あ
り

◎
朝
日
が
丘
住
宅
（
向
原
町
戸
島
）

　
広
さ
：
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

◎
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

　
広
さ
：
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
２
戸

　
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
、
も
し

く
は
制
限
項
目
や
立
地
条
件
等
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間

　
９
月
５
日（
月
）か
ら
９
月
20
日（
火
）

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

　
な
お
、
応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
に
つ

い
て
は
、以
後
募
集
期
間
を
設
け
ず
に
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

ごみ分別アプリの
提供を開始します

環境生活課☎４２－１１２６

　
芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合
で
は
、
9

月
よ
り
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
〜

る
」
の
配
信
を
行
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
、
気
軽
に
ご
み
の
収
集
日
や
分
別

情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

ios の方
（App Store)

Android の方
（Google play)

トップ画面ごみカレンダー

利用方法
　Android、iPhone 各 ス ト ア か ら、「 さ
んあーる」で検索しダウンロードしてく
ださい。下記のＱＲコードからもダウン
ロードできます。

※ 

ア
プ
リ
の
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

　
通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
OS
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
機
種
に
よ
っ
て

　
は
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

8 月 8 日（月）調印式　株式会社サイネックス 塩野取

締役常務執行役員（左）と浜田市長（右）



健
康

い
い

カ
ラ
ダ

私たちが紹介します♪ 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

毎月19日は 食育の日

（ひとり分 ）　エネルギー：213kcal　塩分：0.8g

材料（2人分）
トマト（中）またはミディトマト ……………………2個
粉チーズ…25g　マヨネーズ…40g　刻みパセリ…適量

作り方
①トマトはヘタを取り、反対側も少し切り平らにし、横半分に切る。
②粉チーズとマヨネーズを混ぜ合わせ、トマトの片面に塗り、

耐熱皿に並べる。
③刻みパセリを散らし、オーブントースターまたはグリル（中火

から弱火）で約5分焼く。
④そのまま食卓に。

安芸高田市食生活改善推進協議会
向 原 支 部

　介護を必要とせず、健康に問題のない状態で日常生活を送れる期間
のことを健康寿命といいます。健康寿命を伸ばすためには、運動、食事、
禁煙、健診・検診の受診など、健康について心がけることが大切です。
人生を長く楽しむために、日常の生活習慣を少し変えてみませんか？

　厚生労働省が作成した「毎日プラス一皿の野菜」啓発ツールをご活用ください。
　小売店の売り場や、飲食店の卓上等に掲示する「店頭ＰＯＰ」、商品に貼る「プ
ラス1皿マークシール」等が、無料でダウンロードできます。この機会に様々なシー
ンのPOPとして、是非ご活用ください。
検索 　平成28年度厚生労働省「スマート・ライフ・プロジェクト」ホームページ

トマトのチーズ・マヨ焼き
今月の食材

トマト

9月は「食生活改善普及運動月間」「健康増進普及月間」です!!」
～ 健康寿命をのばそう ～

 

　昨年度、特定健診の受診率は50.2％。その内約1割の方が生活習慣を改善し、生活習
慣病を予防していく必要のある特定保健指導の対象者でした。対象者の内34.5％（H28
年7月現在）の方が指導プログラムに参加されました。今回は参加者の1人を紹介します。

≪特定保健指導≫
　血管を傷める原因（高血糖、高血圧、脂質異常、喫煙による動
脈硬化性疾患など）を少なくするために、自分の生活習慣を振り
返り、「生活習慣改善のために立てた目標に向かって、自分自身
が頑張る」を応援するものです。期間は6か月間です。

≪特定保健指導参加の動機≫
若い頃からスポーツが好きで、体力には自信があったんよ～。 
最近いろいろ病気して、自分のためと思い参加したんよ。

≪頑張った内容≫
＊おかずは油物を減らす。＊お酒の量を今までの2/3にする。

≪参加しての思い≫
　最初はお腹がすいたが、しだいに慣れてきた。お酒の量も減らし、今はその量で調度いいんよ。家
族まで健康意識が高まり、息子もお酒を控えて体重が減り、妻に誘われて夫婦でウォーキングを毎日
１時間しよるんよ～。家族ぐるみで健康づくりに取り組む良い機会になったよ。腰痛もなくなり針治
療代とお酒代も浮き、体もスッキリして農業にも一層精がでますよ！

≪特定保健指導の結果≫
体重４kg減少　　　　腹囲5cm減少　　　　HbA1c6.4%⇒5.8%　
総コレステロール213mg/dL⇒168mg/dL（正常範囲140～199mg/dL）
LDLコレステロール138mg/dL⇒89mg/dL　（正常範囲60～119mg/dL）
中性脂肪120mg/dL⇒62mg/dL　　（正常範囲30～149mg/dL）

　安芸高田市の特定健診の結果、6割以上の方に血管を傷める原因の1つでもある血糖リスクがあり
ました。特定保健指導の対象となられた方は、是非6か月間の生活習慣改善プログラムに参加してみ
てください。

お問い合わせ先：保健医療課　☎４２－５６３３

【特定保健指導で腹囲マイナス５㎝！　身体がスッキリしましたよ！】
～特定健診後の特定保健指導の効果～

☆食事目標☆
「毎日プラス１皿
の野菜」
「おいしく減塩１
日マイナス２ｇ」

市内
事業者
の方へ

体重が減ったら腰の痛みも
無くなったよ！
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　自分や家族のお酒の問
題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。
広島断酒ふたば会
　中田克宣
☎090-4802-1865
※詳しい内容はお問い合

わせください。
場所・日時
●ふれあいプラザ向原
　９月２日（金）　
　　18：30～20：30
●吉田人権会館
　９月９日（金）　
　　18：30～20：30
　９月19日(月)　
　　13：30～15：30
　９月30日(金)　
　　18：30～20：30

断酒会 体験できる！相談できる！
「巡回型健康教室」のお知らせ

第４回湧永庭園ウォーク開催！

　この健康教室は、各町を巡
回して行う健康教室です。
　ご自身・ご家族の健康管理
のために、ぜひご参加ください。

 【日時】₁₀月₁₄日（金）
　　　　受付時間13:00～15:00
　　　　（減塩食の体験会は11:30～）
 【会場】 美土里生涯学習センター まなび
 （減塩食の体験会は美土里方

面隊第2分団コミニティ消防
センター）

 【内容】
骨密度測定 お薬相談（要予約）
もの忘れ測定 こころの相談（要予約）
体組成測定 アルコール相談（要予約）
肺年齢測定 たばこ相談（要予約）

汁物の塩分測定 減塩食の体験会（要予約）
先着20名

見直そう！
塩分コーナー

安芸高田市の健康状況
パネル展示

 【申込・問合せ先】
保健医療課
☎42-5633

（受付時間　8:30～17:15、土日祝は除く）

　今年も、湧永庭園ウォークを開催し
ますので、市民のみなさんの参加をお
待ちしています。

と　　き：10月８日（土）　※少雨決行
集合場所：（株）湧永製薬　広島事業所
参 加 費： 無料
問合せ先： 保健医療課☎42-5633

　詳しいことは後日新聞折り込み、市
ホームページ・お太助フォンなどでお
知らせします。

　ストレスとは、仕事や学校生活、対人関係など心理的要因によって受けるさまざまなプレッシャーのこと
をいいます。適度なストレスはやる気や集中力を高めたり、免疫力を向上させるなどの利点があります。
　しかし、ストレスが蓄積すると、「うつ病」などのこころの病気を発症する可能性があります。
★あなたのこころは大丈夫？
　ストレスが溜まっているサインに思い当たることはありませんか？
　□仕事や家事が手につかない　　　　　　　　□いつもイライラしている
　□肩こりや頭痛がひどくなった　　　　　　　□眠れない日が続いている
　□朝、前日の疲れが残っている　　　　　　　□お酒を飲む量が増えた
　□いつも時間に追われているような気がする
★ストレスへの対処法を身につけましょう！

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」　健康あきたかた21推進中！

ストレスと上手に付き合おう！
 保健医療課　☎４２－５６３３

ゆっくりと入浴して
リラックスする

安眠できる環境を整
えて、睡眠時間を確
保する

生活リズムを見直し
て、規則正しい生活
をする

趣味やスポーツなど
楽しんで打ち込める
時間をつくる

お酒は適量を。過度
の飲酒はかえってス
トレスの原因に！

たまには友人などと美味
しいものを食べに出か
けるなど気晴らしをする

昨年の様子

参加費
 無料
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

つながる。が

「
も
の
を
作
る
面
白
さ
」
を

広
め
た
い

　
初
め
ま
し
て
、
今
年
の
4
月

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
、
田
中
と
申
し
ま
す
。

　
私
の
業
務
は
主
に
安
芸
高
田

市
に
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
で

す
。

　
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

や
、
こ
れ
か
ら
移
住
す
る
方
の

対
応
を
し
た
り
、
移
住
し
て
も

ら
う
為
の
き
っ
か
け
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
芸
高
田
市
の
こ
と
を
知
る

事
も
勿
論
で
す
が
、
移
住
者
と

し
て
の
自
分
の
目
線
も
無
く
さ

な
い
様
に
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
協
力
隊
に
な
っ
て
か
ら
は

「
3
年
後
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
何
回
も
聞
く
の
で
す
が
、

自
分
の
中
で
は
ま
だ
、
先
の
話

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
部
分
も

ど
こ
か
に
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
気
付
け
ば
も
う
9

月
︙
︙
。

　
自
分
の
3
年
後
を
考
え
つ

つ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
も
あ

げ
る
こ
と
の
大
変
さ
を
ジ
ワ
ジ

ワ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
方
で
は
、

元
々
や
っ
て
い
た
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
・
経
験

を
生
か
し
て
、
地
域
の
協
力
し

て
く
だ
さ
る
方
々
と
一
緒
に

「
も
の
を
作
る
面
白
さ
」
を
広

め
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
の
を
作
る
と
言
っ
て
も
、

工
業
製
品
を
作
る
わ
け
で
は
な

く
生
活
の
中
で
使
う
ち
ょ
っ
と

し
た
も
の
を
作
る
場
で
す
。

　
例
え
ば
、
自
分
で
デ
ザ
イ
ン

す
る
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
や
、
カ
ッ

プ
ホ
ル
ダ
ー
、
小
さ
い
ス
ピ
ー

カ
ー
、
作
業
中
にYoutube

を

観
る
為
だ
け
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

な
ど
で
す
。︵
※
自
分
の
欲
し

い
も
の
︶

　
現
在
は
、Fablab-Hiroshim

a-
Akitakata

︵
吉
田
町
︶
と
モ
ノ

づ
く
り
広
場
︵
向
原
駅
︶
で
主

に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
私
だ
け
で
は
な
く
、
協
力
し

て
く
だ
さ
る
方
々
も
そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
知
識
を
持
た
れ
て
い
る

方
々
な
の
で
、
家
の
近
く
に
こ

ん
な
環
境
が
あ
る
の
は
、
か
な

り
贅
沢
な
こ
と
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
だ
け
で
大
丈
夫

で
す
の
で
遊
び
に
来
て
も
ら
え

た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

追
伸
：
高
校
～
大
学
と
彫
刻
を

ず
っ
と
学
ん
で
き
て
、
安
芸
高

田
市
に
越
し
て
き
て
か
ら
も
制

作
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。︵
主
に
金
属

彫
刻
︶

　
も
し
同
世
代
の
作
家
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
ぜ
ひ
交
流

さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.13
田中賢さん（企画振興部政策企画課）

「
江
の
川
上
流
大
規
模
氾
濫
時
」に
於
け
る
対
策
に
つ
い
て

　
近
年
、
激
甚
化
す
る
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
計
画
流
量
や
計

画
高
水
位
を
超
過
す
る
洪
水
が
多
発
し
て
お
り
、
今
後
も
地

球
温
暖
化
等
の
影
響
を
受
け
更
に
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、国
は
平
成
₂₇
年
5
月「
水
防
法
」

を
改
定
し
、
想
定
し
得
る
大
規
模
降
雨
で
の
浸
水
想
定
区
域

図
を
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
₂₇
年
9
月
の
関
東
・
東

北
豪
雨
で
は
、
想
定
外
の
豪
雨
に
よ
り
、
利
根
川
水
系
鬼
怒

川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
多
数
の
孤
立
者
が
発
生
す
る
事
態
と

な
り
、「
大
規
模
氾
濫
に
対
す
る
減
災
の
た
め
の
治
水
対
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
を
流
れ
る
江
の
川
水
系
は
、
中
国
地
方
で
最
も
大
き

な
流
域
を
持
つ
河
川
で
あ
り
、
山
地
部
に
降
っ
た
雨
は
、
江

の
川
の
沿
線
に
形
成
さ
れ
た
市
街
地
に
集
中
す
る
こ
と
か

ら
、
大
き
な
洪
水
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
昭
和
₄₇
年

7
月
豪
雨
で
は
、堤
防
決
壊
に
よ
る
家
屋
浸
水
や
倒
壊
な
ど
、

本
市
も
甚
大
な
被
害
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
教
訓

と
し
て
、
昭
和
₄₈
年
３
月
に
降
雨
量
３
０
６
㎜
／
2
日（
1

／
１
０
０
の
確
率
）規
模
を
想
定
し
た「
江
の
川
工
事
実
施
計

画
」を
策
定
し
、
基
本
高
水
を
尾
関
山
地
点
流
量
１
０
，
２

０
０
㎥
／
s
、
吉
田
地
区
２
，
２
５
０
㎥
／
s
と
定
め
、
築

堤
等
の
江
の
川
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
₄₉
年
5

月
に
は
、
土
師
ダ
ム
が
完
成
し
１
，
１
０
０
㎥
／
s
の
洪
水

調
節
が
可
能
と
な
り
、
吉
田
地
区
流
量
は
１
，
２
０
０
㎥
／

s
、
尾
関
山
地
区
流
量
７
，
６
０
０
㎥
／
s
に
軽
減
さ
れ
、

治
水
に
対
す
る
安
全
度
は
か
な
り
高
ま
り
ま
し
た
。
江
の
川

に
於
け
る
河
川
改
修
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
1
／
１

０
０
確
率
規
模
の
整
備
計
画
に
基
づ
き
推
進
さ
れ
ま
す
が
、

本
市
で
は
、
無
堤
防
地
区
の
解
消
や
内
水
対
策
等
の
要
望
事

項
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
通
常
の
治
水
対
策
に
加
え
、
今
回
の「
水
防
法
」の

改
定
に
よ
り
、
大
規
模
氾
濫
時
の
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
江
の
川
に
於
け
る
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
は
、
こ
れ

ま
で
既
応
最
大
を
記
録
し
た
中
国
地
方
兵
庫
県
の
丸
山
川
の

降
雨
量
４
７
９
㎜
／
2
日
を
対
象
と
し
て
考
え
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
江
の
川
の
対
象
流
量
の
1
・
₅₆
倍
、
1

／
１
０
０
０
程
度
の
確
立
の
降
雨
に
な
り
ま
す
。
先
般
、
こ

れ
に
準
じ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
国
土
交
通
省
よ
り
、
公
表

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
仮
に
、
本
市
で
こ
の
規
模
の
洪
水
が

発
生
す
る
と
、
現
況
の
堤
防
は
破
壊
さ
れ
、
堤
防
の
機
能
は

全
く
無
く
な
り
、
土
師
ダ
ム
も
洪
水
の
調
節
機
能
を
失
い
ま

す
。
そ
し
て
、
電
灯
・
電
話
等
通
信
施
設
は
麻
痺
状
態
と
な

り
、
芸
備
線
・
国
道
₅₄
号
線
・
県
道
・
中
国
自
動
車
道
路
も

混
雑
し
、
移
動
手
段
も
麻
痺
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
来
た
通
常
の
避
難
所

で
は
対
応
が
出
来
ず
、
避
難
経
路
の
確
保
も
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
行
政
も
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
が
困
難
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
於
け
る
避
難
場
所

の
再
設
定
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
避
難
場
所

を
山
地
部
に
想
定
す
る
場
合
は
、
土
石
流
・
山
崩
れ
等
の
安

全
確
認
が
必
要
と
な
り
、
市
内
建
造
物
を
想
定
す
る
場
合
に

は
、
耐
震
化
等
の
構
造
物
の
強
度
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
避
難
地
区
に
誘
導
す
る
た
め
の
、
道
路
の
安
全

確
認
も
必
要
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
検
討
を
早
急
に
行
い
、

市
民
の
皆
様
の
安
全
の
確
保
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の〝
生
命
〞を
守
る
事
が
重
要
で
あ
り
、
大

規
模
氾
濫
を
想
定
し
た
平
素
か
ら
の
訓
練
も
必
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
1
／
１
０
０
０
の
確
率
と
は
い
え
、
地
球
温
暖
化
現
象
等

で
異
常
気
象
が
発
生
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
万
が
一

に
備
え
る
心
掛
け
が
命
を
救
う
事
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
平
成
₂₈
年
7
月
に
国
土
交
通
省

三
次
河
川
国
道
事
務
所
・
土
師
ダ
ム
管
理
事
務
所
・
広
島
地

方
気
象
台
・
広
島
県
・
三
次
市
・
安
芸
高
田
市
で
構
成
す
る

「
江
の
川
上
流
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
」を
設
立

し
ま
し
た
。
減
災
の
た
め
の
目
標
を
共
有
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
対
策
を
一
体
的
、
計
画
的
に
推
進
し
て
行
き
ま
す
。
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瑞宝双光章
沖野　昭三さん（88歳）
元公立中学校長

　昭和24年４月に中学
校教諭として着任し、平
成元年３月八千代中学校
校長を退職するまでの永
きにわたり、教育に対す
る溢れる情熱を持ち、小

学校教育・中学校教育の進展に寄与されました。

高齢者叙勲
　受章おめでとうございます

　７月19日（火）に行われた市議会議長選挙の結果、
藤井昌之議員（6３歳）が議長に当選されました。

市議会議長に当選

「
変
だ
」
と
い
う
自
分
に
気
づ
い
て
変
わ
る
中
学
生

　前
回
（
広
報
７
月
号
コ
ラ
ム
掲
載
）
の
続
き
で
す
。

中
学
生
は
ア
フ
リ
カ
で
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る
番
組
を
見
た

後
、
今
度
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
食
生
活
に
目
を
向
け

ま
す
。
例
え
ば
、
タ
コ
を
食
べ
る
文
化
と
タ
コ
を
食
べ

な
い
文
化
に
良
い
悪
い
が
あ
る
か
と
問
い
か
け
る
と
、

「
な
い
」
と
答
え
ま
す
。
こ
の
過
程
を
通
じ
て
生
徒
た

ち
に
は
、
文
化
に
良
い
悪
い
も
無
い
の
に
、
自
分
た
ち

と
違
う
文
化
に
ぶ
つ
か
る
と
思
わ
ず「
変
だ
」と
か「
お

か
し
い
」
と
発
し
て
し
ま
う
自
分
た
ち
に
気
づ
い
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
変
だ
」
と
言
わ
れ
た
ほ
う
が

傷
つ
く
こ
と
に
も
で

す
。
そ
の
後
、
授
業

で
は
文
化
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
な
ど

を
説
明
し
、
最
後
に

こ
う
問
い
か
け
ま

す
。「
自
分
た
ち
が

違
う
も
の
に
出
会
っ

た
時
に
『
変
だ
』
と

い
う
の
は
ど
う
い
う

時
だ
ろ
う
か
」
と
。

そ
の
答
え
は
、
多
く
の
場
合
が
、
相
手
を
見
下
し
た
り
、

仲
間
は
ず
れ
に
し
た
い
時
で
す
。

　
人
間
は
異
文
化
を
理
解
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
自
分

た
ち
の
文
化
と
違
う
も
の
に
出
会
う
と
違
和
感
を
覚
え

ま
す
。
そ
れ
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
口
に
出

す
か
否
か
は
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
大

事
な
こ
と
は
、
そ
の
違
和
感
を
口
に
す
る
か
し
な
い
か

で
す
。
日
本
で
は
、
自
分
た
ち
と
違
う
も
の
を
見
つ
け

る
と
、
そ
の
違
い
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、「
変

な
も
の
」
と
安
易
に
否
定
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
当
に

正
し
い
行
為
な
の
で
し
ょ
う
か
。授
業
後
の
感
想
で「
ク

ラ
ス
で
自
分
と
ち
ょ
っ
と
違
う
こ
と
を
す
る
同
級
生

に
、
自
分
は
『
変
だ
』
と
言
っ
て
い
た
。
今
回
の
授
業

を
受
け
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
う
」
と
書
い
て
く
れ
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
同
級
生
の
食
べ
物
、
習
慣
、
言
葉
遣
い
な
ど
を
見

て
「
変
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が
教
室
か
ら
な
く
な
れ
ば

よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
異
文
化
理
解
の
第

一
歩
で
す
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学 

上
水
流 

久
彦 

准
教
授

イ
ラ
ス
ト
：
ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

 子育て支援センター☎４７⊖１２８３
 （子育て支援課）
　プレイルームは、子育て中の親
子が集い交流し合える場所です。
　３歳までの子供向けのオモチャ
を置いていますのでお子様と一緒
にお気軽にご利用下さい。
●場　　所　クリスタルアージョ
　　　　　　１階（吉田町吉田）　エレベーター正面奥側
●利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅
　※小さいお子様と保護者のための場所です。
　　小学生以上の利用はご遠慮ください。

 ～子育て家庭の交流の場として～
 子育て支援センター☎４７⊖１２８３
 （子育て支援課）

●持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
●託児はありませんが、対象年齢でないごきょうだいを

一緒に連れてこられても大丈夫です。
●事前の予約は必要なく、参加費は無料です。

子育て支援センター☎４７︲ １２８３（子育て支援課）
　家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、子
育て支援員が子育てに関する悩みなどの相談に応じてい
ます。
●受付時間　8:３０～17:15
　　　　　　〈電話での相談も受け付けています〉　

こども発達支援センター (保健センター2階、吉田町常友)
 ☎４７－４１５１
　こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の成
長・発達に関する悩みなどの相談に応じています。
●受付時間　8:３０～17:15
　　　　　　〈相談の申し込みは、電話で受付をしています〉

プレイルーム

子育て交流会

子育て相談

と　　き と こ ろ 内　　容
9月9日(金)

受付　10:00～10:15
活動　10:15～11:00

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

親子体操
＊対象年齢
　２～４歳児

9月15日（木）
受付　10:00～10:15
活動　10:15～10:45

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町吉田）

親子交流会
＊対象年齢
　１歳児

9月29日(木)
受付　10:00～10:15
活動　10:15～10:45

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町吉田）

親子交流会
＊対象年齢
　０歳児

　子供たちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事
の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　☎５２－２０９９
八千代南保育園　　☎５２－３０４８
可愛保育園　　　　☎４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
9月6日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

9月6日(火)
 9:30～11:00 かわね保育園 　園庭開放　

9月7日(水)
 9:30～11:00 ふなさ保育園 園庭開放

9月7日(水)
 9:45～11:00 甲立保育所 園庭開放

9月8日(木)
 9:45～11:00 小田東保育所 　園庭開放　

9月9日(金)
10:00～11:30 吉田幼稚園 　園庭開放　

（わいわいらんど）

9月13日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 園庭開放

9月13日(火)
 9:30～11:00 くるはら保育園 園庭開放

9月15日(木)
 9:30～11:00 みどりの森保育所 　園庭開放　

9月20日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 園庭開放

9月20日(火)
10:00～11:30 小原保育所 　園庭開放　

9月27日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

9月28日(水)
 9:45～11:00 入江保育園 　園庭開放　

9月29日(木)
10:30～11:45 ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）

9月29日(木)
10:00～11:30 向原こばと園 園庭開放

9月29日(木)
10:00～11:30 みつや保育所 体験入園

きてみんさい土曜夜市を楽しむ浴衣の女の子
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月日 健診 対　　象 受付時間 会　場

9月1日(木)
3歳児
健康診査

平成25年
３月生まれ

13:00～
13:15

保健センター9月8日(木)
1歳6か月
児健康診査

平成27年
２月生まれ

9月15日(木) 乳児健康診査
平成27年

11月生まれ

※ 健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
※対象児には個人通知します。
※ 体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

育児相談

月　日 開催時間 対　象 会　場

9月9日(金) 10:00～11:30 乳幼児 保健センター

※お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士がご相談に応じます。

保健医療課☎４２⊖５６３３
４月より時間と内容を変更しました。

母乳相談会

月　日 開催時間 対　象 会　場

9月9日(金) 10:00～11:30 妊婦・産婦 保健センター

※母乳測定、乳房のトラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※希望される方は、事前に保健医療課までご連絡ください。

保健医療課☎４２⊖５６３３
★助産師が相談に応じます

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物
9月16日(金)
10:00~12:00

クリスタルアージョ 101
9月6日(火)～
9月12日(月)

★生後9か月児～
　1歳6か月児とその家族

保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
受付時間は８：３０～17：００、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、町名、
アレルギーの有無、きょうだいの参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

すくすく離乳食教室【乳幼児健康教室】

）（

保健医療課☎４２⊖５６３３

※相談内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談

月　日 受付時間 対　　象 会　場

9月23日(金)
10:00～10:30 ２歳６か月児

（平成26年３月生まれ）
保健センター

13:00～13:30 ４か月児
（平成28年５月生まれ）

保健医療課☎４２⊖５６３３

保健医療課☎４２⊖５６３３

一心祭りに出演し軽快なダンスを踊る子供

一心祭りで楽しそうにダンスを踊る子供

～赤ちゃんと保護者に絵本　
　の楽しさをお届けします～

「ブックスタート」がはじまりました！
　この事業は、平成 28 年４月以降に誕生し
た赤ちゃんとその保護者に、ブックスタート
パック（絵本１冊・赤ちゃんおすすめ本リス
トなど）を４か月児相談時にプレゼントする
ものです。
　特別な申請は不要です。詳しくは、保健医
療課から郵送する４か月児相談のご案内をご
覧ください。

教育委員会生涯学習課　☎４２－００５４

新規
事業
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☎ 42-5627

暑さをわすれて　涼しい夜に祭りで大賑わい
吉田の管絃祭・向原きてみん祭土曜夜市
　7月３０日（土）、吉田の管絃祭が稲田橋から胡子神社の間を歩行者
天国にして、盛大に開催されました。
　今年も、広島ご当地アイドル“etto-etto”のステージや毛利武者に
よる三本の火矢が放たれる演出に歓声が上がっていました。バザー
や奉納神楽を楽しみながら、多くの人で賑わいました。
　また、同日向原ではきてみん祭土曜夜市が向原支所のイベントス
テージを中心に開催され、多くの人が祭りを心ゆくまで堪能しまし
た。
　出演団体による多彩なステージが繰り広げられ、涼しい夜に、商店
街のバザーを楽しみながら、会場周辺は終始盛り上がっていました。

夏の大合唱！
第8回あきたかた市民合唱祭
　7月1０日（日）、高宮田園パラッツォにおいて、市民合唱
祭が開催され、約３5０人の市民が集まりました。
　出演者の皆さんは、日ごろの成果を充分に発揮され、美し
いハーモニーが会場いっぱいに響き渡りました。また、ア
トラクションの安芸高田ウインドアンサンブルによる大迫
力の演奏と、木管五重奏の美しいメロディに観客は癒され
ました。
　フィナーレでは、安芸高田市ウインドアンサンブルの演奏
を背に、出演者と来場者全員で「上を向いて歩こう」を笑顔
で楽しく合唱され、暑い夏にも負けない元気を感じました。

夏の到来を告げる一大イベント
第33回一心祭り開催
　7月16日（土）、吉田運動公園を会場に、３３回目となる一心祭りが、吉田町地域振
興会を中心とした実行員会の主催により、盛大に開催されました。
　祭りでは、幼稚園・保育所園児をはじめ、小学校児童、各種教室、芸能文化団体に
よるステージ発表のほか、一心節踊りや武者絵巻の実演などが行われました。また、
安芸ひろしま武将隊が熱い演舞を披露し、会場は盛り上がりました。
　5,０００人を超える来場者は、バザーとステージを心ゆくまで満喫され、祭りのク
ライマックスでは、約2,３００発の花火が夜空を飾り、大きな歓声を上げていました。
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親善大使団が友好のかけ橋
安芸高田市青少年海外派遣事業壮行式
　8月2日（火）、クリスタルアージョ小ホールにおいて、
ニュージランドへの派遣団に対する壮行式が開催されまし
た。
　応募により選ばれた市内の中学生2０名と引率者2名が、
8月12日（金）に出発し、現地でホームステイを中心とした
語学・異文化体験を行います。また、姉妹都市のセルウィン
町長に親書を渡し、本市との友好を深める一役も担います。
　派遣団一行に対する激励を受け、生徒を代表し、八千代
中学校の小浦里紗さんが、期待と意欲を力強くのべられ、
また感謝の気持ちを伝えられました。

多くの歴史・元就ファンが参列
毛利元就墓前祭
　7月16日（土）は、戦国時代の中国地方を統一した、名将毛利元
就の“命日”です。
　今年は毛利元就の兄、毛利興元没後5００年にもあたる年でした。
　この日、毛利奉賛会により、毛利元就をはじめ興元や弘元の遺
徳を偲ぶため、墓前祭が開催され、市内外そして県外からも多く
の歴史ファン・元就ファンが参列し、墓前に手を合わせていまし
た。また、昨年に引き続き安芸ひろしま武将隊も参列し、会場を
盛り上げました。
　最後は参列者全員で「百・万・一・心」と息を合わせた掛け声で会
を締めくくりました。

市内有数の美しい“棚田”で交流会
第10回安芸高田市ボランティア交流会開催
　7月17日（日）、八千代町本郷の棚田で市内のボランティ
アグループで作る「安芸高田市ボランティア連絡協議会」主催
の交流会が開かれました。
　毎年、市内の棚田で行われる交流会に、今年は約5０名が
参加し、美しい棚田の景観を守る草刈り作業が行われました。
　作業の後は、棚田で作られたお米を水車により精米した水
車米のおにぎりを食べて交流を深めました。参加者同士「作
業は大変だったが、ボランティアは気持ちがいい。こんな近
くに美しい棚田があるとは驚いた。今度は桜の季節に来てみ
よう。」と話されていました。

選手と一緒に楽しもう
ふれあいサッカーフェスティバル
　7月24日（日）、吉田サッカー公園において、「第2３
回ふれあいサッカーフェスティバル」が開催されました。
　天候にも恵まれ、県内外の幼児と小学生約4００名が
参加し、バザーやイベントを楽しみました。
　サッカー場では、サンフレッチェ広島のコーチとユー
ス選手による練習指導、トップ選手の実技披露や選手と
参加者によるふれあいミニゲームが行われました。
　子供達は、間近で憧れの選手たちのプレーを見たり、
共にプレーを楽しみ、生き生きとした表情でイベントを
満喫していました。©2016 S.FC
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減らそう犯罪 自分は大丈夫と思っていませんか！

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

55件

2人

80人

55件

2人

69人

0件

0人

11人

死 者 数

負傷者数

H28.7末現在
安芸高田警察署管内

怠らず時間と心にゆとりを持って交通事故防止に努めましょう

★秋の全国交通安全運動
１期間　平成28年9月21日（水）～ 9月30日（金）
２平成28年広島県交通安全年間スローガン
　『こんばんは　早めのライトで　ごあいさつ』
３運動重点
　○高齢者の交通事故防止（高齢者の交通安全意識の高揚）
　○飲酒運転の根絶（飲酒運転を絶対しないさせない規範意識

の確立）
　○自転車の安全利用（自転車安全利用五則の
　　周知）

～皆様のご協力をお願いいたします～

　未だに特殊詐欺の被害は後を絶ちません。
　県内では、5月末現在の被害件数は93件、被害総額
は３億5800万円です。
　安芸高田市内での被害は、７月末現在０件でありま
すが、色々な手口の不審電話が多数架かってきてお
り、中でも還付金詐欺では、振り込んだり、振り込も
うとした事案が、数件発生しております。
　振り込んだ場合も、相手方の口座が凍結されてお
り、お金が戻って来て実質な被害が出なかった、振り
込もうとしたところを声かけしてもらい振り込まなか

ったことから被害が出なかったという事案も発生して
おります。

●注意点
①ＡＴＭで還付金の手続きを行うことはありません。
②「今日が期限」は詐欺と
思いましょう

③怪しいと思ったら、まず
は警察又は市役所へ相談
を

○管内交通事故の特徴
・正面衝突　　　2件
・追突事故　　　1件
・出会い頭衝突　3件　でした
　運転中は、車間距離を十分にとり、前方左右に対する注視を

空き家関連
情 報 コ

ナ

お問い合わせ先
　住宅政策課
　☎４７－１２０２

★平成28年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

※「空き家を貸したい・売りたい」など、管理や活用など、気軽にご相談ください。

区分 ６月末 ７月末 Ｈ27年度まで
ＨＰ登録件数 ３９件 42件
新規登録件数 ４件 10件
成立件数 ６件 7件 75件

空き家利用希望者数 　160人
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に
交
換
し
た
ら
⁝

　
次
回
の
交
換
時
期
が
分
か
る
よ
う
に

本
体
の
側
面
な
ど
に
交
換
日
時
を
記
入

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

定
期
的
に
作
動
確
認
し
、
音
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。

　
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ
も
を
引

い
て
作
動
確
認
を
し
ま
す
。

　
正
常
な
場
合
は
「
正
常
で
す
。」
と

い
う
音
声
や
火
災
警
報
音
が
鳴
り
ま
す
。

・ 

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
が
き
ち

ん
と
装
着
さ

れ
て
い
る
か
、

電
池
が
切
れ

て
い
な
い
か

を
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で

も
鳴
ら
な
い

場
合
は
、
故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
新
品
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

火
災
警
報
器
の
種
類
に
よ
っ
て
、
細

か
い
注
意
点
が
異
な
り
ま
す
。
製
品

に
附
属
し
て
い
る
取
扱
説
明
書
を
必

ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・ 

お
手
入
れ
や
作
動
確
認
は
、
高
所
で

の
作
業
と
な
り
、
転
倒
や
落
下
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
足

場
を
確
保
し
て
、
作
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（15件）

137件
（812件）

1件
（11件）

2件
（19件）

7月

住宅火災報知器の
維持・管理
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え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
好
評

で
、
毎
年
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ

て
い
ま
す
！

会
場
　
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

日
時
　

9
月
18
日
（
日
）

　
開
演 

14
：
00
（
開
場 

13
：
30
）

入
場
料
　
無
料

演
奏
曲
目
　

レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
、
く
ま
の
プ
ー

さ
ん
、
夜
桜
お
七
　
他

お
問
い
合
わ
せ
先
　
高
宮
田
園
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
☎
57
‐
１
８
０
３

 「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
」
子
育
て
講
演
会

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　
“
子
ど
も
”
が
持
つ
素
晴
ら
し

い
才
能
を
開
花
さ
せ
る
「
ヨ
コ
ミ

ネ
式
」
教
育
法
は
、
全
国
的
に
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
“
子
ど

も
”
た
ち
の

意
欲
、
や
る

気
、
好
奇
心

を
伸
ば
す
と

と
も
に
、
親

第
10
回
あ
き
た
か
た
市
民
文

化
祭

　「展
示
芸
術
の
祭
典
」

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
年
に
一

度
の
「
展

示
芸
術
の

祭
典
」
を

開
催
し
ま

す
！

　
絵
画
、
書
、
生
け
花
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
市
民
の
創

作
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
初
日

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
消
防
音
楽
隊
の
迫
力
あ
る

演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
最
終
日
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
オ
カ
リ
ナ
演
奏
と
フ
ル
ー

ト
演
奏
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

日
時
　
９
月
25
日(

日)

〜

　
　
　
10
月
１
日(

土)

　
　
　
10
：
00
〜
18
：
00

　（
最
終
日
は
10
：
00
〜
16
：
00
）

主
催
　
あ
き
た
か
た
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会

「
安
芸
高
田
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル 

第
12
回
定
期
演
奏
会
」

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
人
気
ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
団
の

安
芸
高
田
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。
演
奏
に
加
え
ユ
ー
モ
ア
を
交

の
心
が
ま
え
や
子
育
て
方
法
を
こ

の
講
演
会
で
ま
な
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
〜
15
：
30

会
場
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ

テ
ー
マ
　「
ダ
メ
な
子
な
ん
て
一

人
も
い
な
い
」
〜
学
ぶ
力
　
体
の

力
　
心
の
力
を
育
て
る
〜

講
師
　
社
会
福
祉
法
人
純
真
福
祉

会
理
事
長
　
横
峯
吉
文
さ
ん

東
儀
秀
樹
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
！生

涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　　
雅
楽
奏
者
と
し
て
有
名
な
東
儀

秀
樹
さ
ん
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
に
て
行
い

ま
す
。
　
　
　

　
東
儀
秀
樹
さ
ん
は
奈
良
時
代
か

ら
続
く
楽
家
の
家
系
の
生
ま
れ

で
、
世
界
に
誇
る
雅
楽
師
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
部
で

は
本
格
的
な
雅
楽
演
奏
を
、
第
二

部
で
は
ピ
ア
ノ
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

日
時
　
12
月
11
日
（
日
）

 

開
演
14
：
30
〜
（
開
場
14
：
00
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
日
　

　
10
月
２
日
（
日
）
10
：
00
か
ら

各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売
（
休
館

日
：
月
曜
日
）

入
場
料
【
全
指
定
席
】

●
一
般
　
　
　
：
２
，０
０
０
円 

 

　
　
　 （
当
日
：
２
，５
０
０
円
）

●
高
校
生
以
下
：
１
，０
０
０
円

　
　
　 （
当
日
：
１
，５
０
０
円
）

※
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
場
合

は
、
当
日
販
売
を
行
い
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

“
ス
ポ
ー
ツ
”
と
“
食
”
と

“
文
化
”
の
お
祭
り
『
み
つ

★
フ
ェ
ス
』
開
催

み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
42-

２
８
０
８

　「
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
」・「
腕

試
し
マ
ッ
チ
」
や
バ
ザ
ー
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化

教
室
も
企
画
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
10
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
９
：
00
〜
15
：
00

場
所
　
吉
田
運
動
公
園

催

　し

＜ FAX ＞

　総務部・企画振興部 42-4376

　市民部 42-2130　福祉保健部 42-2130

　産業振興部 42-1003

　建設部 47-1206

　教育委員会 42-4396　議会事務局 47-0250

　消防本部・消防署 47-1191
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）
※
み
つ
や
の
里
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

持
参
物
　
屋
内
種
目
に
参
加
の

際
に
は
屋
内

シ
ュ
ー
ズ
が

必
要
で
す
。

●
事
前
申
込

は
不
要

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開
講
座

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42
‐
０
０
７
０

第
３
回
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
創
っ
た

男
　

〜
高
宮
町
出
身

　
高
橋
浩
之

の
挑
戦
〜
」

講
師
　
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
　
農
業
技

術
顧
問
　
前
重
通
雅
さ
ん

日
時
　
９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
〜
15
：
30

会
場

　
歴
史
民
俗
博
物
館

定
員
　
60
名
（
先
着
順
・
要
申
込
）

参
加
費
　
無
料

電
波
利
用
ル
ー
ル

「
不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
」

中
国
総
合
通
信
局

　
電
波
監
理
部

　

電
波
利
用
環
境
課

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３

　
電
波
は
消
防
、
救
急
、
放
送
、

携
帯
電
話
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
不
法
電
波
は
、
こ
ん

な
大
切
な
通
信
を
妨
害
し
ま
す
。

●
守
ろ
う
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル

１
． 

無
線
機
器
の
利
用
に
は
「
技

適
マ
ー
ク
」
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

２
． 

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、

免
許
が
必
要
で
す
。

３
． 

外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、

国
内
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
電
波
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
や

ご
相
談

不
法
無
線
局
、
混
信
、
妨
害
相
談

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
２

受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
８
３

電
波
利
用
料

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
０
８

そ
の
他
行
政
相
談

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
１
４

手
話
通
訳
者
の
配
置

社
会
福
祉
課 

　
☎
42
‐
5
6
1
5

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
‐
2
1
3
0

　
手
話
を
使
用
さ
れ
て
い
る
聴
覚

な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が
市
役
所

を
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
市
役
所
窓
口
で
の
手
続

き
や
相
談
の
際
に
手
話
通
訳
を
必

要
と
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所
　
社
会
福
祉
課

配
置
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
火

曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

９
：
30
〜
16
：
30
（
12
：
00
〜

13
：
00
を
除
く
）

利
用
方
法
　
手
続
き
・
相
談
時
の

手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
社
会
福
祉
課
又
は
各
課
窓
口

で
そ
の
旨
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
者
が
業
務
で
不
在
の

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
一
部
変
更

　
選
挙
管
理
委
員
会☎

42
‐
１
１
３
６

　
平
成
28
年
11
月
13
日
執
行
予
定

の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
よ
り
、

投
票
日
当
日
の
投
票
所
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

●
八
千
代
第
３
投
票
所

「
下
根
集
会
所
」
へ
変
更
し
ま
す

(

八
千
代
町
下
根
６
１
４
番
地
１)

※
該
当
地
区

宮
の
下
、
宮
の
上
、
古
屋
、
国
安
、

中
の
谷
、
実
宗
、
出
口
東
・
出
口

中
、
出
口
西
、
寺
の
下
、
高
平
寺
、

上
高
平
寺
、
殿
前
市
営
住
宅

※
投
票
時
間
　
７
：
00
〜
18
：
00

(

変
更
な
し)

「
選
挙
公
報
」
郵
送

〜
ご
希
望
の
方
へ
選
挙
公
報
を
郵

送
い
た
し
ま
す
〜

　
選
挙
管
理
委
員
会☎

42
‐
１
１
３
６

　
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
、「
選
挙
公
報
」
の
配
布
は
、

新
聞
折
込
及
び
安
芸
高
田
市
役
所

本
庁
・
各
支
所
へ
の
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
、

新
聞
の
折
込
が
入
ら
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
「
選
挙
公
報
」
の
郵
送

を
ご
希
望
の
方
に
は
、
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
、
送
付
先
を
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

※
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
に
は
選

挙
公
報
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

無
料
調
停
相
談
会

広
島
民
事
調
停
協
会

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
０
４
２
１

目
的
　

　
身
近
な
紛
争
に
つ
い
て
、
そ
の

解
決
手
段
の
一
つ
で
あ
る
調
停
制

度
の
利
用
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
受
け
る
と
と
も
に
、
調
停
制
度

が
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
利
用
で

き
、
当
事
者
の
合
意
を
基
本
と
す

る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
に
と
っ
て

円
満
な
解
決
が
期
待
で
き
る
制
度

で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
。

日
時
　
10
月
14
日
（
金
）

　
　
　
10
：
00
〜
16
：
00

会
場
　
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
８
階
　

「
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
」（
広
島
市
中
区

基
町
６
番
27
号
）

相
談
内
容

①
お
金
の
貸
し
借
り
、
売
買
の
代

金
の
支
払
、
交
通
事
故
の
損
害
、

近
隣
関
係
、
建
物
の
明
渡
し
な
ど

民
事
上
の
金
銭
や
物
に
ま
つ
わ
る

各
種
ト
ラ
ブ
ル

②
夫
婦
関
係
の
調
整
、
離
婚
、
生

活
費
（
養
育
費
）
の
請
求
、
遺
産

分
割
、
親
権
者
の
変
更
な
ど
家
庭

内
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
担
当
者
　

民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

主
催
　
広
島
民
事
調
停
協
会
、
可

部
・
東
広
島
・
大
竹
　
各
調
停
協

会
、
広
島
家
事
調
停
協
会

募

　集

参
加
費
　
無
料お

知
ら
せ
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ

れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5627までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

人　口
総人口…29,937 人
　　　  （30,351 人）
男………14,392 人
　　　  （14,582 人）
女………15,545 人
　　　  （15,769 人）
世帯……13,637 戸
　　　  （13,585 戸）
■平成 28 年 8 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　） の 数 字 は 前 年 同
月数値

９月の納税
国民健康保険税第 4 期

納期限：9 月 30 日

夜間納付窓口
開設日
9 月 21 日

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

９月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所
［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）
平日　17：00 ～翌朝８：30
日・祝日　８：30 ～翌朝８：30
　　　【内科・外科】☎ 42-0636
■なかもと眼科クリニック（甲田町）
 9 月 11 日（日）【眼科】☎ 45-7814

※都合により変更になる場合があります。出
かける前に医療機関へお問い合わせください。
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

９ 月 の 相 談　                                    
相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及び

お問い合わせ先
巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお 1 人 30 分ま
でです
注）相談回数は同じ相談では 1
回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利
害関係がある場合は、相談をお
断りすることがあります

弁護士が無料でさまざまな相
談をお受けします。

8 日（木） 13：00 ～ 16：00 吉田人権会館
予約は 8 月 25 日（木）から
受付　吉田人権会館
☎ 42-2826

21 日（水） 13：00 ～ 16：00 八千代人権福祉
センター

予約は 9 月 8 日（木）から
受付　八千代人権福祉センター
☎ 52-7500

行
政
相
談 

八千代会場

行政相談委員が国の機関への
苦情や意見などお受けします。

20 日（火） 13：00 ～ 15：00 八千代人権福祉
センター

総務課
☎ 42-5611高宮会場 17 日（土） 10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

向原会場 13 日（火） 10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や意見・暮らし
の心配事相談をお受けします。

1 日（木）
15 日（木） 10：00 ～ 15：00 吉田人権会館

吉田人権会館
☎ 42-2826くらしの総合相談

総合相談　高宮会場
さまざまな暮らしの心配事相
談をお受けします。

27 日（火）　18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館
予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館☎ 57-1330

年金・労働無料相談会
年金・労働のお悩み、障害年金
請求の記入方法などに社会保険
労務士がお答えします。

7 日（水） 13：00 ～ 15：45 ゆめタウン吉田店
２F 文化教室

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52-3555

生活困窮者相談
生活保護など生活困窮に対する相
談をお受けします。

平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談
社会福祉課
☎ 42-5615

障害者相談
障害者やその家族の方などのお悩
みをお受けします。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
障害者基幹相談支援センター　
☎ 47-1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談
清風会つぼみ
☎ 47-2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談
相談支援事業所もやい
☎ 45-2320

高齢者相談
高齢者に関する相談をお受け
します。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
地域包括支援センター
☎ 47-1132

消費生活相談
悪質な商取引に関する消費者
相談をお受けします。

水・金 9：30 ～ 16：30 電話・窓口相談
消費生活相談室
☎ 42-1143

県民相談
離婚・相続・近隣トラブル、交通
事故などの相談をお受けします。

平日 9：00 ～ 17：00 電話・窓口相談
広島県生活センター
☎ 082-223-8811

お太助フォン相談
お太助フォンに関する相談を
お受けします。

平日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）
☎ 45-7017
★お太助フォンからは
☎ 99-5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気について休
日や夜間にアドバイスが受けら
れます。

毎日 19：00 ～翌 8：00 電話相談
☎局番なしの #8000

（携帯電話からも利用可）

自衛官募集　～平和を仕事にする～　　　　　　　　　　　　　　　　　自衛隊可部募集案内所　☎ 082-815-3980
募集項目  応募資格  受付期間  試験日（一次）

　防衛大学校学生 一般（前期） 　高卒（見込含む）
　21 歳未満

　９月５日～ 
　９月 30 日

　11 月５日・６日
　防衛医科大学校　医学科学生 　10 月 29 日・30 日
　防衛医科大学校　看護学科学生 　10 月 15 日
　自衛官候補生 　18 歳以上 27 歳未満 　年間を通じて受付しております。

　詳細はお問い合わせください。
自衛隊広島地方協力本部ＵＲＬ http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/  
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